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月　　日 教 科 等 学　　　　　　　　　　　　部 時　　　間
３月１２日
（水）
面 接 医「保健学科」 ９時　　 ～ １２時３０分
論 述 医「保健学科」 １０時　　 ～ １３時３０分
２．後期日程試験




総人「理系」・教育「理系」・理・医・薬・農 ９時３０分 ～ １１時
総人「文系」・文・教育「文系」・法・経済「一般」 ９時３０分 ～ １１時３０分
数 学
総人「文系」・文・教育「文系」・法・経済 １３時３０分 ～ １５時３０分







総人（英語）・医「医学科（英語）」 ９時３０分 ～ １１時５０分
論 文 経済「論文（論文Ｉ）」 ９時３０分 ～ １２時３０分
地 理 歴 史 総人「文系」・文・教育「文系」・法・経済「一般」 １３時３０分 ～ １５時
理 科
教育「理系」 １３時３０分 ～ １５時
総人「理系」・理・医・薬・工・農 １３時３０分 ～ １６時３０分
論 文 経済「論文（論文Ⅱ）」 １４時　　 ～ １７時
２月２７日
（水） 面 接
医「医学科」 ９時　　 ～ １７時３０分




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日   時：２月１６日（土） １５：００～１７：００
場   所：京都大学吉田キャンパス（吉田南構内） 吉田南１号館 １階会議室
講   師：田地野　彰（京都大学高等教育研究開発推進センター教授）
　　　　　　寺内　　一（高千穂大学教授，京都大学高等教育研究開発推進センター研修員）
参 加 費：  無料（事前申し込み不要）
問い合わせ先：〒６０６－８５０１ 京都市左京区吉田二本松町
 京都大学高等教育研究開発推進センター 第一部門事務室
 　ＴＥＬ： ０７５－７５３－３０８７ 　ＦＡＸ： ０７５－７５３－３０４５  E-mail： hedu@mbox.kudpc.kyoto-u.ac.jp
 　　＊メール送信の際，件名に「公開研究会についての問合せ」とお書きください。
 　　詳細はホームページをご覧ください。　http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/
主 催： 京都大学高等教育研究開発推進センター
高等教育研究開発推進センター第７７回公開研究会
専門教育との連携を目指した大学英語教育－ＥＳＰの研究成果に基づいて－
お知らせ
盛　　利貞　名誉教授
　盛　利貞先生は，１２月１
日逝去された。享年８９。
　先生は，昭和１７年京都大学
工学部冶金学科を卒業，同大
学工学部講師，助教授を経て
同３３年教授に就任，鉄冶金学
講座を担任された。昭和５７年停年により退官され，京
都大学名誉教授の称号を受けられた。
　本学退官後は，昭和５７年４月から平成３年３月ま
で産業技術短期大学学長を務められた。
　先生は化学熱力学，中でも溶鉄中元素の相互作用
係数に関する研究において優れた研究業績を残さ
れ，その発展に寄与されるとともに，鉄冶金学の分
野において多大の貢献をされた。主な著書に『冶金
物理化学』，『鉄鋼製錬の基礎』等がある。
　また，日本鉄鋼協会，日本金属学会などにおいて，
副会長，理事，支部長等の要職を歴任された。これ
ら一連の教育研究活動，学界活動により，平成３年
１１月勲二等瑞宝章を受けられた。
　（大学院工学研究科）
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フィールド科学教育研究センター　徳山試験地（http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/toku/）
沿革　徳山試験地の前身は，１９３１年徳山町遠
石にあった町有林（３６．２ha）の寄附によって
設置された農学部の徳山砂防演習地です。こ
の演習地は海軍省との所管換えにより，
１９４２年に隣接の旧試験地（徳山市東山：周南
緑地西緑地）に移転し，所属も農学部から演習林になり徳山試験地と改称さ
れました。さらに，１９６６年，徳山市の緑化公園事業に伴い，現在地（４２．６
ha）に再移転し，南端の一部を山陽自動車道用地に売却して，現在（４１．９ha）
に至っています。 
環境　徳山試験地は徳山市街地北側に連なる丘陵地にあり，標高は１０２～
３５１ｍです。地形は東西の二つの尾根の間に南北方向の比較的緩やかな谷部
があり，この凹地部分を除いて急傾斜地が多く，西の尾根の西側は国道３１５
号線が通る大きな谷になっています。地質は中生代三畳紀の周防変成岩（三
郡変成岩に属す）類からなり，基岩の大部分は強度の変成作用を受けた塩基性
（緑色）片岩で，土壌は比較的深く，やや乾燥しています。冬季の積雪はほとんどなく，早春と夏季には乾燥が
著しく，年平均気温１５．２℃と温暖ですが，年降水量１，９１１mmは瀬戸内海式気候としてはかなり多いほうです。 
森林　徳山試験地の森林の潜在植生は，タブノキ，シイ，カシ類，クロキなどから構成される暖温帯常緑
広葉樹林（照葉樹林）で，現在も面積の約半分（１８．８ha）は天然生林となっています。しかしながら，都市
近郊に位置し，これまで薪炭林等として頻繁に人為的な撹乱を受けてきた経緯があり，３０年前までは，常
緑針葉樹のアカマツや落葉広葉樹のコナラ，クヌギ，ヤマザクラなどの陽樹を多数（約半分）混じえた植生
となっていました。ところが，近年，アカマツがマツクイムシの被害を受け，その大半が枯死した結果，
照葉樹林への遷移が進んでいるところが多くなっています。
　一方，残りの約半分（２０．６ha）は，ヒノキとスギを主とする人工林です。
その中には，所管換以前に植栽された５０～８０年生のヒノキ林９．８ha も含
まれています。その他に，スギの１６地方品種を集めた見本林や病虫害に
対するマツ属の抵抗性実験林の枯損跡地に導入した広葉樹（ケヤキ，ク
ヌギ，ウバメガシ）植栽林があります。事務所入口から苗畑にかけての
道路沿いには，見本園として国内外の緑化樹種を植栽展示しています。
教育と研究　演習林所属となった後は，定期的な実習は行われていませ
んでしたが，フィールド科学教育研究センターに改組になったのを契機
として，全学共通科目のポケット・ゼミが開講されるようになりました。
現在は一時中断しているものの，瀬戸内地域に所在する京都大学の数少な
い施設として，教育に活用するための教育プログラムを検討しています。
　天然生二次林の遷移過程を把握するための調査区が１９７２年には設定され，３０年以上継続調査されていま
す。一方，近年における檜皮などの文化財修復用資材の不足という社会的背景と，所管換以前に植栽され
た高齢ヒノキ林が存在したことから，文化庁による資材確保のための研究に協力し，基礎的研究に取り組
み始めました。１９９８年からは檜皮の採取が生立木の成長や材質に及ぼす影響を調べるために，「檜皮材剥皮
実験林」の継続調査が行われており，２００７年度には文化庁が推進する「ふるさと文化財の森」（文化財のため
の備林）の設定に向けての協議を開始しています。その他，暖温帯域における新たな森林再生管理法の開
発を目的に，基礎的・総合的な調査・研究に取り組んでいます。 
連絡先
　〒７４５－０８５１　山口県周南市徳山鉢窪７６９
　ＴＥＬ：０８３４－２１－７１２０　ＦＡＸ：０８３４－２１－７１２１
　http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/toku/
隔地施設
紹介
徳山試験地でのポケット・ゼミ
上空から見た徳山試験地
アクセス
　・ 山陽新幹線・山陽本線徳山駅から，防長バス・
高尾団地行き乗車（２０分），高尾団地下車のちに
徒歩１０分。徳山駅からタクシーで２０分。
職員構成
教員１人，技術職員１人，
非常勤職員２人
2538
京大広報 2008.1　No. 630
北白川試験地（http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/sira/）
　北白川試験地は京都大学フィールド科学教育研究センター
に所属する前には，本部試験地と呼称されていました。１９２４年
に創設された当時から，見本林および樹木識別実習を目的とし
ての各種樹種がそろえられてきました。
　試験地の構内は結構広く，北部キャンパスの北東部にある通
用門から始まり北縁を西へ向かって西端に至り，さらに旧馬場
の近くまで縁を南下する箇所まで各種の樹種が植栽されてい
ます。この北東部通用門から旧馬場近くまで達する縁辺には，
我が国の北辺に生息する樹種から始まって照葉樹に至るまで，
各種の樹木が植えられています。
　これ以外にも旧演習林の建屋の周辺と北側には，外国産樹種を中心として巨大な樹木が現在も植栽され
ています。ただ，最近の問題としては，巨大化した樹木が倒れる危険性が生じてきたことです。この典型
的な例は，８年前の台風接近後に起こった，テーダ松の倒壊です。台風通過後の午前中，旧演習林建屋の
東にあったテーダ松が構内道路を越えて東側に倒れ，道路の反対側に植栽されていたウツクシマツ（天然
記念物で滋賀県の信楽にしかなく，根元から枝分かれし，直立しない松）が下敷きになったばかりか，道
路脇に駐車していた車二台がペシャンコになる事件が発生しました。幸い，怪我人はなかったのですが，
これ以降倒壊する危険性のある巨大化した樹種の危険を回避する方法を検討しています。
　北部構内北側の民家に隣接する見本林では，民家が被陰されて日当たりが悪くなり，倒壊時には家屋自
体が損壊することが予測されるために，今後も注意して樹高の高い樹木については頭頂部の切り落としや，
古い枝を除去して風当たりの抵抗を減らす努力を行わなければなりません。
　これに加えて，見本林の樹木が高くなると，樹木識別が難しくなるために，低木化を目指さねばならな
いという必要性も生じています。
　試験地の役割としては，樹木識別実習のような学習目的以外にも，構内の見本林の整備に伴って，緑が
多い場所を本学構成員に提供するという，保養の意義も増大しつつあります。構内には小さな円形の池も
配置されており，昼食時にはお弁当を広げてくつろぐ風景もよく見られます。この意味では近隣の市民に
対しても散策の便宜を与えています。
　試験地構内でもっとも有名なのは旧演習林の建屋南側にある枝垂れ桜で，北部構内にある桜の中では春
一番遅くに咲き，前庭が芝生であることもあってか，毎年賑やかな宴会が開花期間中を通じて開かれます。
近年この枝垂れ桜が衰弱傾向にあることがわかり，いろんな手だてを講じてきましたが，樹勢の衰えはサ
ルノコシカケの発生を見るに至って決定的になってきました。おそらく内部には木部が腐敗した空洞がす
でに発生しているものと思われ，樹木医に手当を依頼するところまで来てしまいました。
　本年春から，知る人ぞ知る話題として，アオバズクが営巣し育雛にまで至ったことがあげられます。ア
オバズクが雛を育て上げられたことは，営巣・育雛に安全であり，なおか
つ餌が豊富に提供できるほど，市内では珍しい環境を備えるまでに至った
という事実です。今後も，こうした環境整備に努力を傾けるべきであると
考えています。
連絡先
　〒６０６－８５０２　京都市左京区北白川追分町
　ＴＥＬ：０７５－７５３－６４５７　ＦＡＸ：０７５－７５３－２２６４
　http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/sira/
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学広報センター　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
アクセス
　・ 市バス京大農学部前，田中樋ノ口町，北白川小
倉町の各停留所から徒歩５分。
職員構成
教員２人，技術職員３人，
非常勤職員１人
旧演習林本部建物
